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第一位 韓国 と日本人

                 イ　ギョ ンミン

(韓国カ トリック大学校言語文化学部日語 ・日本文化専攻3年)

 韓 国人 と日本人 は、隣の国 とい うこともあ り、西洋人か らは同 じよ うに見 えると思

います。 しか し、私 たちはそ の違 いをよく知 っています。まず、外見的な違いから考

えたいと思います。

 日本人 よ りも韓 国人のほ うが美人が多い と言われています。 これ は 日本人 も認めて

いることです。性格的なこ とに もなるですが、日本人 は個人的な性格 を持 っています。

服や化粧 も、みんながきれいだ と認 めるものもあれば、信 じられ ない よ うなスタイル

もあるのです。た とえば、顔 を黒 くして、目のまわ りを白くする化粧 の人がいました。

彼女たちは、それ が一番かわいい と思っています。 もちもん、まわ りの 日本人はみん

な変だ と思っていますが、他人の ことなので、気 に しません。韓国で、そんな化粧 を

した女の子がいた ら、どうな るで しょうか。たぶんまわ りの人たちに、「変だか らや め

な さい。」と言われ るで しょ う。その前に、まわ りの人の 目が気 になるので、そ うい う

変 なことは しませ ん。 こんなこ とを言 うと、「日本人は自分以外の ことは気に しない、

礼儀のない人たちだ。」と思われ るか もしれ ませ ん。しか し、日本 も昔は韓国 と同 じよ

うに、礼儀 を重要な ことだ と考 え、もっ とまわ りを気にす る文化 で した。 それが、西

洋の文化がた くさん入 ってきて、変わっていったのです。

 外見的な ことは、ほかの国の影響 などで変わってきますが、内面的な連いについて

は どうで しよ うか。

 日本人 と親 しくなっていつ も感 じることは、「日本人 ははっき りしない。」 とい うこ

とです。日本人 と食 事に行 って、「何 が食べたいですか。」と聞くと、ほ とん どの人は、

「何でもいいです。」と答 えます。「日本食がいいですか、韓国料理がいいですか。」と

聞いてもまた、「どっちで もいいです よ。」 と言います。 こんなにはっき りしない性格

は本 当に嫌いです。 しか し、それにはちゃん と理 由があるのです。 それ は、相手の こ

とを気に して しま うか らです。 たとえば、「私は寿 司が食べたいです。」 と言 って、 も
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し相手が寿 司が嫌 いだった ら悪いな、 と考えるのです。

 日本人 は、はっき りしないで相手 と距離を作 ります。そ して、少 しずつその距離を

小 さくしてい って、良い関係 に しよ うと思っているのです。反対 に韓国人 は、 とても

はっきりしています。人に対 しては距離 を作 りません。距離が近 ければ、良い関係に

な るか らです。 だか ら、 日本人が理解できない とい う人 が多いか もしれ ません。 しか

し、相手 と距離を作 ることが 日本人の礼儀 なのです。

 日本人は、なかなか 自分のこ とを話 しません。r私 が外国人だか ら話 さないのか。」

と思っていま したが、実は 日本人同士でも、自分 のことはあま り話 さないのです。 も

ちろん少 しずつ関係 が良 くなれば 自分のことを話す よ うにな ります が、最初は距離 を

作 るので話 しませ ん。韓国人 は、早 く良い関係にな りたいと考えるので、最初から自

分のことを良 く話 します。そ して、男の子 とか女の子同士だ と体を さわった り、手を

っないだ りします。そんな韓国人 を見ると日本人は、「気持悪い な。」と思 うよ うです。

姿はだいたい同 じなのに内面がぜんぜん違 うか ら、驚いてしま うのです。お互いをも

っと理解す ることが必要です。

 国が違 えば、文化や習慣 も違います。韓国の常識が、他の国に とっては違 うかもし

れません。 だか ら、 「日本人は変だな。」 と、ただ思 うのではなく、なぜ韓国人 と違 う

のか、よく考 えてみ ることが大切です。 もちろん、 日本人 も韓国人について 良く考え

るべきです。そ うすれ ば、 もっ と良い関係になるはずです。 だか ら、一緒 にがんば り

ま しょう!

ご清聴 あ りが と うございま した。

第二位 外国人と上手に対話するために必要なもの

                ジ 鶉ン ビョンヒ

(韓国カトリック大学校言語文化学部日語 ・日本文化専攻1年)

 皆 さんのなかで これまで外国人 と話 してみ る機会が一度 もなかった方い らっ しゃい

ますか。

 そ うですね。韓 国では1988年 の ソウルオ リンピック以後、世界化のブームが起き

今 ではほかの国に行 かな くて も外国人 と多 くの場面で交流す ることができるようにな

りま した。 この よ うな多 くの出合いの中でいちばん重要な ものは意思の疎通です。 ど

れだけ多 く会 った と言 っても言語的な交流な しには外国人 と外国の文化 を理解するこ
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とは限 られて しま うか らです。だか ら人々は外国語 を習って外国人 と対話 しよ うとし

ます。

 しか し長 く外国語を習 った人も実際 に外国人 と会 うよ うになると一言 も話せずにぐ

ず ぐずす る場合が多いです。私 もそのような場合があ りま した。3年 前にお ばの夫が

私の家に遊びに来た ことがあ りま した。おばの夫はアメリカ人です。英語 は申学校の

時から学校の授業で続 けて習っていま したがおばの夫 と対話す ることは とても難 しか

ったです。 おばの夫が簡単な英語を使 って私に話 してくれま したが英語 で答 えること

はなん とな く気恥か しか ったです。誰でも一度 くらいはこのよ うな経験があると思い

ます。道路を歩いていて外国人が道 を聞いて くる時がいちばん有 りふれた場合だ と思

います。それでは外国人 と上手に対話するために必要な ものは何で しょうか。

 一番重要な ものは 自信感です。私 は話す ことができると言 う考えです。 われわれは

韓国人です。韓国人が外 国語 を話すのが下手 なことはある意味では当 り前の ことです。

外国人が韓国語 をどもりがちに話 してもわれ われが聞き分 けて理解す るよ うに外国人

もわれわれが外国語を消化 しに くい と言 うことを分っているで しょう。 われ われが外

国語 を完壁に話せないか らと言 って変 に考 える人はあ りません。 このよ うな考えをも

って無条件に挑戦 してみ るのです。

 初めは単語 が文法に合わず伝わ らないか も分 りません。時には身振 り手振 りが必要

な時 もあるで しょう。 けれ どもそのよ うな方法で外 国人 との対話を増や して見れば習

うことも多 くなって実 力もつ くよ うになるで しょ う。

 二番 目は外国人 と対話す る準備ができた開かれた心です。時々外 国人 と話 して見る

と文化的 な違 いが互いにある ことにび っくりす る場合があ ります。 その時にも相手の

文化 を変 に考えるのではなくてその文化 自体を受け入れ ることが重要です。

 二番 目まで準備ができた ら単語を覚 えた りテープを聞きながら語彙の量を増や さな

ければな りません。語彙の量が増えれば表現 も多様 になって対話の質 も高まるで しょ

う。対話の質が高まる と言 うことは難 しい単語が使 われよ うになる と言 うこ とではな

くて状況 に合った表現 を 自然に使用す ることがで きるよ うになると言 うことです。

 以上、外国人 との対話 に必要なことを三つ申 し上げま した。皆 さんはこの中でいく

つ準備 できていますか。一っ でも準備 できた らミョン ドンに一度行 ってみて くだ さい。

そ こに行 けば地図を見て道を探 している外国人 に簡 単に会 うことができます。そのよ

うな外国人に"すみませ ん"と はな して道を案内 してみるのは どうですか。初 めは下手

で も一言二言対話が増 えて行きなが ら少 しずつ大 きくなる 自身 を感 じることができた

らと思います。 もちろん私 もそのよ うにな らなければな らないで しょう。 あ りが とう

ございま した。
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    第三位　 大 学 生 と して 必 要 な こ と(卒 業 ま で にす る べ き こ と)

                               ソン　インシク

              (韓国カトリック大学校言語文化学部日語 ・日本文化専攻3年)

 日本では大学生になることにどんな意味があるので しょう。韓 国で大学生になるこ

とは大人になることだ と思われています。大学1年 生になるときの年齢は数 え年で20

歳。韓国の成年式 をす る年齢 なのでなおさらそ う考 えられてます。 ほとん どの学生た

ちは大学に入学す るために一生懸命勉強 します。将来のことや大学生の時に しか持つ

ことができない自由のために。

 しか し実際に大学生 になってみる と時間 をうま く使 うことができなくて悩んだ りし

ます。勉強 しか しない ところで勉強以外の ことをあま りしたことがないせ いです。突

然増えた時 間 と自由を しばらくのあいだ持てあま して しま うのです。 自分 が想像 して

いたような大学生活を送れな くてがっか りした経験 を持っている人 もたぶんい るで し

ょう。わた しもその中の一人です。わた しは今3年 生で来年 は4年 生にな ります。だ

か らそ うか もしれませ んが、 これまでの大学生活は後悔ばか りで した。 わた しは今そ

のことについて一つ一つ考えてみ よ うと思 っています。なぜか とい えば残 りの1年 を

一生懸命充 実 したものにす るためです
。そのためには計画 をしっか り立てなけれ ばい

けません。そ うしなけれ ば4年 間の長い時間を充実 したものにはで きない と思います。

た くさん勉 強 して知識 を積む ことも大切ですが、内面的に成長す ることもや は り必要

だ と思います。そのためにた くさんのことを経験 してみたいです。 そ うすれば考 え方

も広がる し考 え方が広 がった ら、本 当に私が大学4年 間でや りたい ことや 必要なこと

を見つけることができる と思 うのです。

 いっだ ったか 「大学時代に しなければならない50の こと」とい う本 を読みま した。

全部ではないけ どなん となく共感 したことがあ りま した。それでい くっか共感 したこ

とを実践 しよ うと思いま した。 まず本 をたくさん読むことです。本を読む と色々な考

え方や、経 験 したことがない ことを感 じることができます。旅行 もいい と思います。

まだそれ ほ ど旅行 を してはいませんけ ど私 にとって旅行はた くさんのことを考 えさせ

て くれるものです。国内旅行 は私に精神的 な安定 と心の豊か さを …  。 国外旅行は

世界をめ ぐる広い 目を … 。私は国内外 の旅行 を通 じて外国語の必要性や人間的に

もっと成長 しなければな らない と思いま した。

 またまだ私 は感 じた ことがないのですが、大学時代には愛 とい う感情 を持ってみ る

ことも必要だ と思います。愛が分か ると人生 も分か ると言われます。私 は大学で、卒

業す るまで に しなければな らない こ とが必ず しも決まってるとは思いません。人間は
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みんな同 じではな く一人一人特性 を持っているのだか らその特性 によってみんなそれ

ぞれ違 ったものがあっていい と思います。 自分が考 えられ る基準で大切 だ と考え思 う

ことを計画 して忠実に実行 した らそれだけでも成功だ と思います。

 20代 はいろいろ さ迷 う頃だ と言われています。こんなこともあんな ことも考えただ

けでは うま くいかない時期 です。 でも、 うま くいかな くて も失敗 して もそれは 自分の

ためになって役 に立つ ことが あると思います。

             信大特別賞 韓 国 人 とは

                               カン ヘウォン

              (韓国カ トリック大学校言語文化学部日語 ・日本文化専攻3年)

 皆 さん!こ んにちは。 日本語の専攻の三年生のカンヘ ウォンと申 します。 どうぞよ

ろしくお願い します。

 みなさんは韓国人 は どんな人だ と思ってますか。私は 日本人 と比べて韓国人はどん

な人 なのかを発表 させていただきます。

 この間のワール ドカ ップはす ごか ったですね。 ワール ドカ ップで韓国人 は世界 を驚

かせ ま した。それ は韓国のチームがベス トフォに入 ったことだけではな くて、みんな

一つ にな って応援 した こ とだ と思っています
。みんな赤い服 を着て心を一つに合わせ

て応援 した様子は とて も感動的で した。韓国人の団結 された力を見て世界 の外国人た

ちは羨ま しが っているよ うに見 えま した。私 も市庁の前 に行 きま した。友人たちとい

っ しょに赤いテ ィー シャツを着て太極旗 をもって応援 しま したので、その感動を感 じ

ま した。

 韓 国人は大変な状況 になれ ばなるほど、 もっと強 くなるようです。先 日は台風のせ

いで多 くの被害が起きま した。それでみんなでお金 を少 しずつ集 めて水害 にあった

人々にきふ しま した。 自分のこ とはないですが、いっ しょに悲 しがった り、助け合っ

た りしま した。 このよ うな ことな どをみると、韓国人は大変なことが起きたら、みん

なが一っ になってお互い に助 け合っているとい うことがよくわか ります。

 しか し、韓国では少 しで も景気が良くな りそ うな らば、過消費や海外旅行が増 えて

来ます。大変 なことが起 こった後で力を集めることも大切ですが、大変な ことが起 こ

る前にそれを備 えることが最 も重要だ と思います。

 ニュー スで 日本について聞きま したが、日本は島国なので地震がたまに起 きますね。
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ひんぱんな地震に もかかわ らず 日本が大 きい被害 を被 らないのはいつ も準備 している

か らではないで しょうか。建物 を建てるときも地震被 害を少 しで も減 らす ための設計

や建築 をす るとい うことです。 とても うらや ましい ことです。韓国人は大変なことが

近づいた後 あわてて対応策を用意 します。 ですか ら、あ らか じめ準備す ることが韓国

人には一番必要だ と思 っています。

 このよ うに韓国人は大変なことではみんな一つになって何 によ り強 くなるとい うこ

とが よくわか りま した。で も、大変な ことが起 こった後対応策を用意す ることよ り、

そんなことが起 こらない よ うに準備するのが最 も大切なことではないで しょうか。

 ど うもあ りが とうございま した。
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